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会議録 

会議の名称 第２回ふじみ野市誕生２０周年記念事業市民企画会議 

開催日時 

令和５年１２月１８日（月） 

開会時刻 午前・午後 ７時００分 

閉会時刻 午前・午後 ８時３０分 

開催場所 Ａ３０１会議室 

出席した者の氏名 
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委員  新井 里美  事務局  鈴木 克史  
委員 伊藤 美香   

会議の議題 

１ 市民企画会議が行う２０周年記念イベントに

ついて 

２ キャッチフレーズ・シンボルマークの決め方

について 

３ 正副委員長、実行委員会委員の選出について 

４ その他 

会議の公開又は非公開の別 公開・非公開 

会議の非公開の理由 

 

傍聴人の数     ０人 

会議の内容 別紙のとおり 

会議資料 別添のとおり 

事務局 総合政策部 経営戦略室 

議事の確定 

確定年月日 令和５年１２月  日 

記名押印 

又は署名 

役職名 

  

○印       

  

  ※自署の場合は、押印不要です。 
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１ 開会（あいさつ） 

２ 初参加委員自己紹介 

３ 議題（進行は水上室長が担当） 

(1) 市民企画会議が行う２０周年記念イベントについて 

 令和７年１０月５日午前中にステラ・イーストホール（約３０

０席）で記念式典を行い、午後にステラ・ウェストの約８００席

あるホールでイベントができればと市では考えている。同じホー

ルで、午前・午後と続けて違うイベントを行うのは難しい。今日

は、この午後のイベントを決めたい。別の日に実施するイベント

等は後日検討する。 

【資料２の説明】 

第九を実施するとした場合、オーケストラにお願いする、ホー

ルを押さえる等、１年半ぐらいの時間を必要とする。 

１０年前に第九を行った時の良かった点や大変だった点等があ

れば教えてほしい。 

 演者が多いので連絡調整が大変だったと聞いている。 

 第九ではないのだが、１０周年の記念式典は２部構成で行っ

た。１部が終了すると来賓等多くの方が帰ってしまった。２部で

はいい企画を考えていただいたのだが、集客が難しかった。この

反省も踏まえて、今回の企画を検討したい。 

 第九はチケット制で、記念式典とは違うイベントとしての位置

づけでよいか。 

 その通り。 

 記念式典のほうは、来賓等が来られるので、一般の市民は入場

されないのか。 

 来賓の方を何名呼ぶかによって変わる。余る席数によって市民

を呼べるかどうかが決まる。 

 前回、第九は別の日に行っている。値段が安かったせいなのか

チケットはすぐに完売した。 

 オーケストラや練習等に費用が掛かる。チケット代ではペイで

きないのではないか。前回の赤字幅はどれくらいなのか。 

 市の事業は、もうけを考えなくてよいのではないか。 

 儲けは考えなくてよいが、赤字が大きくても困る。 

 ベートーベンの第九はどのぐらいの時間がかかるのか。 

 １時間ぐらいではないか。 

 それでは満足度が低いのであれば、どこかでもやったが、前段
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でガラコンサートのようにソリストの方が１人ずつ歌ってから第

４楽章だけ行うこともあるのではないか。 

 第九をメインにして、その前に何かできればよい。 

 第九は人気が高い。あまり多くをやらないほうが良い。 

 第九を好きな人だけが満足するようなものにはしないほうが良

い。子供や高齢者、地域の方々に届く何かがあったほうが良い。 

 そうするとコンセプトがうやむやになるのではないか。他の資

料で各課が実施する事業が示されているが、子供たち向けなどは

別のイベントで実施する方が良い。１日ですべてを賄おうとしな

くてもよいのではないか。また、演者や観客の動線、控室等を考

えると、いくつもの演奏を行うのは難しい。 

 以前も行ったということだけではなく、なぜ第九をやるのかを

明確にして決めていきたい。 

 以前の第九は夜から開始したようだが、今回は。 

 ステラ・ウェストの美術担当と話をしてきたが、１００人規模

の合唱団と７０人規模のオーケストラが演奏する場合、前４列の

客席を外して、オーケストラピットに仮設で舞台を作る必要があ

るとのこと。そして、終了後は元に戻さなくてはいけない。その

ため、午後６時には終了しなければならない。２時か３時頃から

の開始となりそうだ。 

 それでは第九、一つしかできないようだ。 

 前回もオーケストラは７０人ぐらい呼んだのか。また、オーケ

ストラも市民の方なのか 

 ホールの大きさもあったので５０人ぐらいだった。 

 オーケストラはサンアゼリアフィルハーモニカにお願いした。 

 それでは、式典後のイベントとして第九を行うことでよいか。 

 第４楽章は行うとして、その前の第１から第３楽章については

他のクラシックを行うことも含め、今後検討していきたい。 

 それでよい。 

 前回は２０代３０代の参加が少なかったので、敷居を低くして

子供たちも参加ができる内容も検討していただきたい。 

 宣伝やチケットの販売方法も含めて若い方たちの参加を増やす

方法を検討すべきではないか。市内中学校の合唱団の方にも参加

を呼び掛けてみたらどうか。 

 式典当日のイベントとして第九を決めさせていただく。 

 その中身や宣伝方法等については今後詰めていきたい。 

 実施運営方法について、前回は、市民が集まって第九を歌う会

を組織した。そこで、合唱団の募集であるとか練習の日程調整と
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かを行った。今回は、市民企画会議の皆さんが運営等を行ってい

くことも考えられるが、第九実施にあたっては専門性も求められ

ることから、事務局としては、運営を文化協会へ任せ、市民企画

会議と一緒に実施することを提案する。 

 それでよい。 

 市民企画会議としての役割がもう少しはっきりしたほうが良い

のではないか。 

 次回までに、文化協会から企画書等を提出してもらい、皆さん

と検討・調整していきたい。 

 その他の記念イベントについて 

【資料 1 の説明】 

 市で行う予定の事業を紹介したが、市民企画会議としてはこれ

と被らないような企画を検討願いたい。 

 【伊藤委員提出資料について説明】 

 お話しいただいた人形焼きについては、商工会の青年部で作っ

ていたようだ。現在は上手に作れる人がいなくなって作成を中止

しているとのこと。 

 また花火については、市でも実施できるかを調べた経緯があ

る。花火を打ち上げる場所から保安距離をとる必要があり、実施

中はその内側の人は避難しなければならない。５号玉だと半径２

００メートルが必要となる。実施場所も検討したが、市内では難

しい。 

 提案いただいた中で「駅メロ」はいいなと思う。富士見市でも

行っている。市民にも２０周年なんだと知ってもらえるし、また

記事になりやすく各種メディアにも引っかかると思う。 

 市民企画会議として行うイベントについて、他の委員の皆様に

もこのような企画を提案いただきたい。それに基づき、今後検討

していきたい。 

 

(2) キャッチフレーズ・シンボルマークの決め方について 

 10 周年の時は市民と市内小中学生に募集を行った。委員の方も

入っていただいた選定委員会を組織し、選定を行った。 

 20 周年においてもキャッチフレーズ・シンボルマークがあった

方が盛り上がると考えている。その決め方を検討願いたい。 

 事務局としては、①前回と同じように市民公募を行う。②市民

企画会議で作成する。③前回のキャッチフレーズ・シンボルマー

クを加工して使用する。この３案を提案する。 

 次回の会議に検討したい。どの方法が良いか考えてきていただ
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きたい。またその他の案があれば、会議前に提案願いたい。 

 なるべく早く決定したい。来年の１０月がリミットと考えてい

る。 

 

(3) 正副委員長、実行委員会委員の選出について 

 このような企画書を作っていただいた伊藤委員はいかがか。 

 やらせていただく。 

 副委員長に関根委員はいかがか。実行委員会にも入っていただ

きたい。 

 私が一番スケジュールを立てやすい。不安はあるが、できる限

り務めさせていただく。 

 委員長は伊藤委員、副委員長は関根委員にお願いする。 

 実行委員会は１月２３日火曜日の１４時半から開催される。可

能であれば出席をお願いする。 

 

(4) その他 

 次回会議は３月１１日（月）１９時からとする。 

 次回以降の会議資料はメールで送付させていただく。会議当日

は、印刷した資料を配布する。 

 各委員の提案資料・企画書も、全委員へ配布するため、会議の

１週間前までに提出をお願いする。 

 市民企画会議で実施するイベントの規模は、予算も含めどの程

度のものを想定すればよいのか。 

 何千万円では困るが、とりあえず自由に発想いただきたい。 

資料 1 各課実施事業の予算規模が参考となるのではないか。 

 開催日は１０月５日以外でよいのか。 

 ２０周年イヤーである令和７年４月１日から令和８年３月３１

日までの期間で検討願いたい。 

 これで企画会議を終了する。 

 


